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例 ロ

ｌ本書は新潟県新津市大字川口字甲344-1番地他に所在する遺跡の発掘調査報告である。遺跡

名はこれまで「甲遺跡」とされて来たが、当報告の段階で、市内に同地名が多いことから「川口

甲遺跡」と改名することとした。

２当発掘調査は、同地内における大規模な宅地造成事業に伴う事前の調査である。

３調査は新津市教育委員会が実施した確認調査結果に基づき、新津市教育委員会が行った。なお

当調査に係わる費用はすべて開発業者が負担した。

４調査は平成３年１０月２日から同11月１１日までの現地調査と、引き続き１１月１２日から翌平成４年

１月１４日までの整理作業によって終了した。

５発掘調査体制は次の如くである。

調査主体新津市教育委員会教育長川瀬救夫

調査担当者川上貞雄（日本考古学協会会員）

調査員杉本恵子、佐藤友子

調査員補田中順子

事務局新津市教育委員会社会教育課山口啓介、保科正旭、窪田吉衛、上沼茂、渡遥

朋和、敷地一孝、阿達哲二

６本書の執筆は調査員・調査補助員を中心とした検討及び協力の下で、川上が担当した。

７整理作業に当り、笹神村教育委員会より笹神村郷土資料館の準備室の借用を受け、その他器材

の提供を得た。また現地調査から本書作成に至るまで多くの方々の御指導・御協力を得た。紙面

を借りて謝意を示す。

８発掘調査参加者

古寺花昭、神田藤吉、長谷川甲作、中野春吉、石井かね子、平川スイ子、阿部順子、宇野敬太

郎、宗野ハツミ、湯田ハル、渡辺ハマ、原田昭一、上村江理子、阿部ミヨ子、風間治美、井伊

令子、西郡洋子、斎藤輿二郎

凡 例

ｌ遺物に対する挿図番号は、表番号及び図版番号と一致する。但し遺物番号ではない。

２図版番号で★印の付くものは遺物番号である。

３遺物の実測図のうち、須恵器・土師器共に断面は白抜きであるが文字で表示した。

４土器のうち、黒色土器及び炭化物付着面の著しいものにはアミを被せて表示した。

５挿図のうち第１図は確認調査の添付図を使用させて戴いた。
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Ｉはじめに

ｌ調査に至る経過

当遺跡は新津市大字川口字甲地内で行われる事となった大規模開発に伴う埋蔵文化財確認調査に

よって発見されたものである。この確認調査の結果、開発区域の一部分、約4,000㎡に遺跡が広がっ

ていることが判明した。そこで、この開発が宅地造成工事であることと、工事の内容は客土による

埋立てが主体であり、下水道など配筈工事が施行される部分のみに限って発掘調査を行うこととな

りその総面積は1,065,Fに絞られた。

ここに確認調査の結果報告書があるので転載させて戴く。なお添付図等は省略した。

２遺跡確認調査結果

新津市川口地区大規模開発に伴う埋蔵文化財試掘調査報告。

(1)調査目的

宅地造成に伴う埋蔵文化財の試掘調査を実施して、その存否を確認するとともに、遺跡の範囲・

内容・性格を明らかにする。

(2)調査主体

新潟県新津市教育委員会（教育長川瀬救夫）

(3)調査員

担当渡豊朋和（新津市教育委員会社会教育課主事）

(4)調査期間

平成３年４月１５日(月)～４月１７日（水）

(5)調査地点

①所在地新潟県新津市大字川口甲344のｌ他

②立地能代川左岸の自然堤防に位置し、標高約3.3ｍを測る。現況は水田・畑地および埋立

地である。

(6)調査方法

２×４ｍ程度のトレンチを工事予定区域内に任意に設定し、バックホーで地表から地山まで徐々

に掘り下げていきながら、遺構・遺物の有無を確認し、記録する。

(7)調査面積

調査対象面積約50,000㎡（開発協力地・代拝地等を含む）

確認調査面積400,Ｆ

I



(8)調査結果

ｌ）層序（第３図）

基本層序は、上から耕作土、暗灰褐色粘土層、淡青灰色砂層、暗褐色粘土層（遺物包含届)、青灰

色粘土・砂層（地111）である。遺跡周辺部では、暗褐色粘土層は腐植士層となり、河川堆積による

と考えられる粘土増や砂層が厚く堆積しているトレンチが見られた。

主要遺物包含層は、暗褐色粘土層で、層厚は１０～30cmを測る。地山上面からも若干の遺物が検出

された。

なお、開発区域内には、掘削した後に田面より１ｍ程埋め立てた場所が各所にあり遺跡推定範洲

内の21Ｔ・３２Ｔ周辺も撹乱を受けている地区がある。

２）遺構

湧水のため遺構検出作業には附難を究めたが、３４Ｔでは、黒色の落ち込みが検出された。

３）遣物

調査範囲内の以下のトレンチから遺物が出土した。

・２０Ｔ須恵器６土師器1７土錘１羽口３鉄津１

・２８Ｔ須恵器３土師器１５８鉄津１

・３２Ｔ土師器７

・３４Ｔ須恵器2７羽口２

・３９Ｔ須恵器１土師器７

遺物は、須恵器14点、土師器216点、土錘１点、羽口５点、鉄樺２点で、総計238点である｡須恵

器は髪・杯、土師器は婆・鍋・椀などの破片である。須恵器杯や土師器の婆の特徴などからみて、

平安時代（９～lOC）に属するものと考えられる。

また、羽口や鉄津（鏡形津）から、集落内で精練・鍛冷段階の鉄製品生産が行われていたと考え

られる。土錘は、網を用いた内水面漁業に用いられたものであろう。

(9)まとめ

試掘調査の結果、遺跡が２０Ｔを中心とした約4,000㎡に拡がっていることが判明した。そのうち、

埋立地約1,900㎡は撹乱を受けて､既に遺跡が破壊されている部分があるものと考えられる｡遺跡は、

開発区域外の東北方向に拡がっている可能性が高い。

遺跡は、平安時代（９～lOC）の集落跡としての性格を有している。当時、集落の周辺では、腐

植粘土層（ガツボ層）の存在から見て、ヤチのような景観を呈していたものと考えられる。遺物包

含層である暗褐色粘土層の上には砂層が堆積しており、洪水等によって集落が廃絶きれたものと思

われる。

今後、小字名を取って、甲遺跡とする。

２
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第１図開発区域と遺跡周辺図
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前項の確認調査の結果遺跡範囲が絞られ、開発地域の北西に位置することが判った。発掘調査の

必要な範囲は、この内の道路敷予定地の一部分であり、第２図に示した南側の箇所と北側のＴ又

はＬ字状の２ケ所とがある。この内便宜上、前者をＡ区、後者をＢ区．Ｃ区と仮称することにし

たが全域を５ｍ単位の方眼をもってＡ・Ｂ．Ｃ……、１．２．３．･…･と呼称することにした。（第３

図参照）

これらの現況は様々で、Ａ区は縦半分が畑地状で残る半分が厚く客土された造成地である。Ｂ区

は旧農道を主体とするが、片面に側溝、他方は盛土地である。ｃ区は広大な湿地の中であり踏み入

ることの出来ない地形であった。

調査は川上等の前任の作業の終了を待って行われ、それに合わせて公道の迂回路の造設、公道の

閉鎖作業に始まり、調査器材、器具の搬入を行った。排土作業はバックホーによる表土の排徐と、

ベルトコンベヤーで行った。Ｃ区における排水とヘドロの排除は困難をきわめた。このＣ区の東

側は開発除外区域の水田である。従って西側・北側へ仮堤防を構築することにし、特にＢ区の南

側は２ｍの深さとなり、Ｃ区はその掘削範肌が狭いことで作業行動に支障を来たし、さらに危険性

も大きいことから、Ｃ区西側を出来るだけ拡げ、Ｂ区と大きく接する様な範囲で排水が出来る様に

一戸

３発掘調査と整理作業経過
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第２図発掘位置図
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努めた。

調査は10月２日からの表土はぎ作業に始まり、作業員の導入は５日からであった。この秋は特別

に降水日が多かったが、１１月８日に現地調査を終了し、同11日に撤収した。後述することであるが、

発掘区の全域がシルト質粘土層である。当然のこと人間の行動出来る大地ではなく、従って遺構等

も皆無である。湧水とヘドロ化する粘土とで初めての体験を味わった。

出土した遺物、須恵器、土師器の水洗作業は現地において雨水を以ってほぼ終了していた。その

後の整理作業は、市内における空室の関係などから笹神村郷土資料館の準備室を借用して行うこと

となった。暖房用燃料を含む消耗品一切を搬入したが、その他はすべて同館のお世話を得た。作業

は現地調査の翌日１１月１２日から行ったが、年内には終われず、翌年１月１５日迄を要した。
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Ⅱ遺跡とその周辺

ｌ遺跡の位置と環境

新津市は新潟県のほぼ中央にあり、蒲原平野の一端を遮る新津丘陵の先端部に展開した街である。

新津丘陵は南限を加茂川とし、南南西から北北東へ走るもので妓高標高は高立山の276ｍである。

これより北方に向って標高を下げ、北端の秋葉山付近では70～80ｍとなる。この丘陵の西側には５

～15kmの低地を隔てて信濃川が流れ、市と白根市とを分つ･丘陵の東側は111･出川、阿賀野川が流れ、

水原町、京ケ瀬村と分つ。さらに北側は小阿賀野に遮られ、横越村・新潟市に隣接している。市域

の大半は平坦な沖積平野と起伏の小さな丘陵とからなっている。

三方を大河川によって囲まれ、さらに丘陵東添に流れる能代川や丘陵より流出する大通川等の小

河川等々 でこの沖積平野もいわゆる低湿地帯に部類していたであろうことは容易に推測されること

である。またこの沖積地内に点在する遺跡の地名に、長沼・西沼・長左衛門沼・善右衛門沼・西江

浦・上浦・古津舟戸などの湖沼に関するものがある。一方親子潟と言われた山谷北遺跡や川根Ａ

遺跡に見る丸木舟出土地もあり、北潟の地名もあり水郷の様相を窺うものである。

川口甲遺跡は丘陵の北端と小阿賀野川のほぼ中間地点に位置する。俗に九十九曲川と呼称される

暴れ川、能代川左岸の自然堤防上に発展した現集落の川口地区西側の低地にある。第４図の★印に

示した位置で川口地区の集落と信越本線とに挟まれた地点である。私共が現地を訪れた時点では前

述した如く造成地荒地・沼地（荒蕪地）であったが、確認調査報告では水田・畑地・埋立地とある。

この地域の現状の標高は3.9～４．３ｍを測るが旧水田面と思われる標高は３．３ｍ程であり、鉄道を越

えた西側に向って僅かではあるが低くなる。この様な立地の中に遺跡はある。

２周辺の遺跡

新津市内における遺跡数は多いとは言われないが、面積に対する密度は大きい。近年の開発でそ

の数は増え、今後も新たな発見が期待される。これらの遺跡を大別すると、縄文遺跡や弥生遺跡な

どの原始時代と、古墳時代や古代即ち、奈良時代や平安時代の遺跡、そして中世即ち、鎌倉時代、

南北朝時代、室町時代の歴史時代の遺跡とがある。さらに歴史時代の遺跡には単なる集落吐に止ど

まらず、陶器類の生産を行った窯業や製鉄関連（製錬や精錬・小鍛冶）のいわゆる生産遺跡、さらに

中世の城館吐などに別けることが出来る。

新津市内における原始時代の遺跡で著名なものは唯一の報告書がある平遺跡の縄文集落並と、未

報告だが、弥生時代の高地性環豪集落である八幡山遺跡がある。これらを含めた原始時代の遺跡の

ほぼ総てが丘陵地域に立地している。

川口甲遺跡は奈良時代から平安時代にかけてと考えられる歴史時代の遺跡である。従ってここで

６
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跡は丘陵地に立地している。

川口甲遺跡とほぼ同時代と推定されている遺跡は多く、１．３～５．７～１１．１８～２４．２５～２７．

２９．３０．３３．３４が古代の集落ｶﾋである。これらの大部分は低湿地に立地するが、沖積地内の自然堤

防上に位置するものと考えている。なお30下野山遺跡は土取りが行われた後地より須恵器片が発見

されたもので、位置的に見て或いは窯jhtの可能性もある。

２下等別当遺跡、６江内遺跡、１６腰廻遺跡、１７浄落遺跡は中世の遺跡である。この内遺跡の性格

が確実なものは江内遺跡のみで、名称の如く集落辻である。その他は不明であるが、腰廻遺跡から

は瓦埠様の遺物が見られることなどから祭祁遺跡の可能性が強い。

３７九ツ塚は古代の塚であり、きわめて稀な遺構が報告されている。

１２草水窯吐、ｌ３滝谷窯吐、１４七本松窯吐群、３１山崎窯吐は須恵器を生産した窯吐群である。いず

れも８～９枇紀のものと推定され、この内七本松1号窯が発掘調査され報告されており、阿賀野川

西南地域における著名な遺跡である。

３６金津製鉄杜群、３８三沢製鉄並、３９横川浜堤外地遺跡はいうまでもなく製鉄関連遺跡である。横

川浜堤外地遺跡から鉱津が検出されているが、遺跡の性格は不明である。金津製鉄吐群は広範囲に

及ぶ遺跡であり、ここでは、古代及び中世における製錬（製鉄）と精錬が行われたことが解る。そ

の他、２４浦興野遺跡などでも鉱津が検出され、また当川口甲遺跡でも羽口（炉の送風管の先端）が検

出され平地の集落内での野鍛冶的な生産が行われていたことが知られている。

川口甲遺跡はこの様な環境の下に営まれた。

３遺跡の調査範囲と土層序列

前章に記述した如く調査範囲はごく限られたもので、Ａ，Ｂ、Ｃの３区がある。開発計画図によ

れば､Ａ区は６の１１号道路で幅員６ｍであり、その内43ｍの258㎡､Ｂ区は９－１３号道路で幅員９ｍ、

調査範囲は63ｍであるが深さの関係上､掘削できた幅員は４～７，幅であり、面積は402㎡であった。

Ｃ区は６－１３号道路で111雨貝６ｍ、調査範囲は25ｍであるが開発除外地に接しているため掘削出来た

幅は4.7ｍ程であった。いまＡ・Ｂ．Ｃ区に仮称したが、第３IXlに示した如く５ｍグリットを組んで、

これらにアルファベットと数字を以って表示した。

調査区域における土層は各所によってバラツキが見られ、その多くは不安定である。それらの一

部を第５図に示した。

Ａ区の縦断面図は北側の壁面であり、横断面はＢ－Ｃ間で上層部分を排除した残りの土消である。

Ａ～Ｆ区にかけて厚い客土がある。下層部もＡ～Ｆ区間は一部分に薄い砂層を見るがほぼ安定して

いる。Ｆ～Ｊ区間は５細砂、６粗砂、７ガツボ混粘質士等の土居が入り乱れ、地Ⅱ１面もlulInlが多く

複雑である。Ａ区及び』区における地111面はほぼ水平である。横断面に兄る地山は南側が低い。Ａ

区に於ける遺物包含層は、４暗灰色粘土層、６粗砂層、７ガツボ混粘質土居であるが、Ａ～Ｃ区間

における暗灰色粘土層には遺物が含まれていない。

８
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Ｂ区の断面図は北側の壁である。上部は撹乱されていて|日表土は見られない。特にＨ～Ｊ区間は

沼状地点のため背後の地山の一部も消失している。全体に不安定で地111の凹凸も多い。遺物包含膳

はＡ区と同様の地層であるが、総てに含まれているものではない。ここでの出土はＤ～Ｍ区間の

４．６．７であり、Ａ～Ｃ区間にはほとんど含まれていない。

Ｃ区における土層はより複雑である。窪地などによるもので地山の起伏が特に激しい。また表土

の下は砂を中心とするもので、９腐植土混砂層、ｌO腐械土層が挟まる。またＷで示した倒木類も

多く目立った。遺物は９腐植土混砂層より検出され、従って'４．１５区に集中した。

４完掘地点の状況(第６図参照）

発掘調査の結果、多数の出土遺物を検出したが、人為的な遺構を見ることは出来ず、すべて天然

の窪地、河川状のものである。

Ａ区ではＡ～Ｄ間は全く平坦地である。Ｒに示したものは南北に延びる砂層であり浅い川状のも

のと考えられるが、後述するＤ，の窪地より新しい時期のものと考えられる。Ｄｌは１－２よりｊ－

ｌに向って屈折する溝状のものである。北側が急に深さを増していることから河川とは考えられな

い。この幅は上部で4.2ｍ、底部は３ｍ程でややＶ字状を呈する。深さは最大で70cmを測る。

Ｂ区もＡ～Ｅ間は平坦である。Ｄ２は上幅７ｍ、底部幅5.5ｍ程で、南側から北側へ向って徐々 に

深くなり、６０cm程を測る。これを覆う土質は暗灰色粘土で他の溝状の窪みのガツボを主体とする粘

質土とは異なっている。Ｋは円形・楕円形の小型な窪みであり、深さは20cmと浅い。

Ｃ区におけるＤ３は幅４～５ｍ，底部幅４～５ｍの溝状の窪みで、西側に向って深くなる。その

西側で65ｍ、東側は30cmの深さを測る。覆土はガツボを主体とする粘土である。位置的にＤ２と接

続する如く見えるが、深さや土質の上で異なることが分る。Ｄ４の全容は不明だが30～40cmの溝状

を成す。砂を主体とする覆土に被われているもので他とはその成立が異なるものであろう○Ｋは１０

～１５cmの窪みである。

1０－
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Ⅲ出土した遺物

ｌ遺物の出土状況

発掘調査区域内に遺構が検出されないことから、出土した遺物はいわゆる遺物包含層より検出さ

れたものである。その出土状況はそれぞれの区域、地層等によって異なり、散発的、或いは集中的

と様々である。遺物包含層については前章の士I曽序列にも記述したが、ここでは平面的な状況を記

録しておきたい。

Ａ区において遺物が集中して検出されたのはＲからＤｌにかけての砂層を中心にした区域であ

る｡この砂層はガッボ混粘土を主とするＤ，に流れ込むが、この接点に遺物が多い。その他Ｃ，Ｄ

列の暗灰色粘土増で単発的な検出を見た。なおＥ及び』列の高所での検出は見ない。

Ｂ区においては量的には少ないが、Ｈ～j列の暗灰色粘土層に集中した。またＤ２底部にも集中し

た。西側の平坦部分にはごく少量が単発的に検出された◎Ｍ・Ｎ列での検出は見られない。

Ｃ区では14列の比較的高所の砂層に集中したがＤｌの深い砂層では少ない。一方11列の暗灰色粘

土層でも目立ったｏＤ３のガツボ混り層内には兄られない。

２遺物の概要

出土遺物は須恵器、土師器、土製品、木製遺物、自然遺物の他、時代を異なる土器・陶器がある｢，

これらの主たるものを実測lXl・一覧表及び写真図版とで示した。ここでは補足的に記す。なお縮尺

関係や紙面の都合上器種割等に統一を欠いた。

(1)須恵器

壷類（第７．８図、図版９）形態が明らかなものは短頚壷のみでありその他の口縁部分を見ない。

短頚壷は１．２．１７があり３もその可能性が強い。ｌは破片数６点からほぼ全容を知ることが出来

る唯一のもので、肩の張った器高の低い形態である。やや内側向きの頚部外面に自然袖がかかる。

蓋の当り部分に紬の剥離帯が兇られ、焼成時点における癒着が考えられる。高台の外面への張り出

しは特異である。２．３は残存率は12/1.5程の細片である。１７は頚部に強みがないが自然紬がかか

るものである。第９凶31は壷蓋である。撮部分を欠失した細片であるがこれら短鎮壷の蓋である。

肩に丸味を持つ赤褐色の器で唯一の出土である。

１２．１８～30は形態は不詳だが広口壷と推定されるものである。１２は丸底器形の底部に近い部分で

ある。内外共条線状叩き文があり外面は工具によるヨコナデがある。１８．１９は内外而の施文を示し

たが、外面は条線状の叩き文が主体である。内面には同様の叩き文と、当具痕があり、また双方の

併用されたものがある。当具痕には幾種類かが見られ、１８．１９は八本骨の源氏車をあしらった同心

円文、２２は南径４cmの同心円文、２５．２７は青海波文である。２３．２６．２７が叩き文と青海波文の当具
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が併用されている。

瓶類（第７．８図、｜刻版９）５～11は横瓶である。いずれも細片である。５の頚部立上りは外開

きで、口唇部が強くおさえられている。６の頚部はやや厚く、口唇部はより強くおさえられている。

７は頚部の接合点で、大きな剥離痕を残す。瓶の前面の部分に当り肩部の径は小さい。８．９の外

面及び内面の拓影は紙面の都合もあって省いたが、双方共ロクロヨコナデ仕上げである。１１はいう

までもなく側壁部分である。

１３～１６は長頚砺である。このうち１３．１４の小型器と１５．１６の大型器とがある。１３は頚部の上半分

で全長ではない。肉厚で直立したもので、元を大きく外側へ広げ端部をつまみ上げている。器面は

焦茶色で光沢がある。１４は扇部、胴部接点が最大径を有して曲折する。また器肉の厚さも異にする。

肩部には砂目が多く着く。１５は外開きの頚部であるが口径９cmに対し長さは4.5cmと低い。口唇部

を外側へ強く引き出しておさえており、肉薄で荒いロクロ痕を残す。１６はやや外反ぎみのものであ

るが口元を欠いている。

坪蓋（第９Ⅸ|、図版１０）３２～47がある。図版１０に示した如く全体を知ることの出来るものも多い

が、これらの直径が13～１５cmで、後述する坪類の直径は１２～13cmを主としている。それぞれの器形

の特色は様々で、器壁の肉厚・肉薄、肩部の角張るものと丸味のあるもの、器端部の折り返し方、

撮の形態の相違などがある。これらの内、特に撮の形態で頂部が凹状のものから徐々に盛り上るも

のの順で32～38と並べた。また46は器端の反り返しを見ないもので稀なものである。坪蓋の表面は

その製法上におけるへラ痕があざやかに残るものが多い。なお37の肩部の膨らみは気泡の膨張によ

るものである。一方転用硯（硯に転用されたもの）の３３．３６．３８がある。図版１０に示した如く裏面に

墨が残る。なお42～44の裏面に墨痕が僅かに残る。硯に転用された可能性が大きい。

坪類（第９～１１図、図版11～14）唯一の有台坪（高台坪）122の他はすべて無台坪であり、その個

体数は約242点と多量である。その内48～121の73点を図示した。坪蓋同様に様々 の形態、特徴を見

ることが出来る。口径の最小は58の１１cm、最大は95の14cmであり１２cm台のものが態勢をしめる。成

形はロクロによる水挽きと箆起しと呼ばれる箆による切り離し痕を残しているものがすべてであ

り、二次調整として切り離し後の箆痕をナデによって消したものも見られる。なお使用ロクロは右

回転・左回転の双方がある。器形の特徴には底部に丸味をもって立上る48～52などと、その他の角

張るものとがあり、一部１０４．１０９の如く底部が浮き上り特に著しいものがある。器壁の立上りにつ

いては全体に傾斜が大きく、従って底径に対して口径の割合いが大きい。さらにその細部について

は外反ぎみに立上る８５．９０、ほぼ直線状の１０４．１０９、やや内湾する103などがあり、部分的に器端

部に変化をもたせた８６．８９の受口状のものなどがある。形態上やや特異なものに９５．１１５がある。

いずれも器高が4.5cm程と大きなもので、特に95は底径に対する口径の比率が200％と大きい。

その他数点に黒書が見られる。４８は側面に「大」さらに底部に細い「十」の刻文がある。４９も側

面に「大」ヵ、５０は底部に「主」ヵ、lOlの墨痕、１０５の底部は「栗田」「西水田」「西木田」等と見

えるが判断しかねる。116の底部は「大」の字である。一方68は器内口縁部にススが付着し、外面

口縁部も黒色化している灯明Ⅲに転用されたものである。
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122は唯一の有台坪である｡底部から腰部にかけての細片であるが、高台部分と立上り部分のＭｉ

離から坪と判断出来るものである。低い高台とその角度など特徴が見られる。

碗類（第１１図、図版14）大小の碗がある。全体の個体数は１７点程で少ない。123～127は小型のも

のである。全形を知るものは２点のみである。低くて大きな高台と、口元近くでやや内湾する特徴

がある。ロクロ水挽きで箆起しの一部にはさらに底部の箆ナデによる調整が見られ、高台が接着さ

れるものである。126の高台内に「申」の墨書がある。

大型の碗は128～137であり最大口径は130の15cmを測る。成形では小碗と変りはなく底部の箆起

し・箆調整が見られ、129の腰部にも箆調整痕がある◎器壁の立上りにはあまり変化を持たないが、

130の外向、133のやや内湾ぎみのものなどがある◎高台はいうまでもなく付高台で低く、内向きの

ものが多い。128はやや形態を異にしている。

(2)土師器

奏Ａ類（第１２．１３図、図版１５）器形の全容を見るものはないが、165の胴長の器形に159の丸い底

部を備えた形態、即ち胴長で丸底を呈すものをＡ類とした。器高、口径等は大中小があるが、薙

本的な形態は口縁部に最大径を測るl65等と、胴部に最大律を持つと考えられる138等とがある。い

ずれにせよ、胴部の立上りは頚部で大きく外反し口縁部を造り出している。口縁部や口唇部の造り

は様々 で、頚部で折り曲げ、僅かに口唇部をおさえただけの138.139から、口唇部を外面から強く

おさえた140.141などや、さらには再度上方へ引き上げた146～１４９．１５９．１６０などと変化を見る。

さらに１６５．１６９の如く口唇部を肉厚に造り出したものなどもある◎形態の上で145はやや奇異なも

のであるが、歪みによる実測結果と考えている。

器に施された二次的調整は、ロクロ回転における横位の刷毛目あるいはヨコナデと条線状の叩き

文による器表面と、同様の刷毛目あるいはヨコナデと条線文の他、櫛目とIiil心円文又は青海波文の

当具痕などによって施されている。これらの調整は器の上部と下部とに２分されて施され、165に

見られる様に肩から胴部下までが内外面共に刷毛目あるいはヨコナデ技法により、腰部より底部に

かけては外面の叩きに対し内部の当具痕が見られる。ここでは上部の細片が多く上下の施文関係を

明白には出来ないが、これが通常の調整である。なお'75～185は叩き文と当具痕とを示した。当共

の紋様には前記の同心円文、青海波文の外花文（花弁文）を有する１７５．１８４がある。

妻Ｂ類（第14図、図版16～１８）平底を呈する一連のものを一括した。器形は全体的に兄て小型の

ものが多く薄造りの特色を有する。Ａ類に比較してやや胴膨れの形態を見るが、口径に蚊大径を見

るものもある。またＡ類の胴長に対し、器高と競大径とが同比率に近いものである。なお'98は非

常に大型で、また他の一連のものとの製法も異なるものであるがここに加え償いた･

成形に当ってはやや膨みを持たせた胴部から頚部で紋り込み、大きく外反させ、さらに器端部を

やや内側に折り曲げている。ロクロ切り離しは回転糸切りと静止糸切りの二通りによる。多くの器

が一息の水挽きのままだが､二次的調整の加えられたものとして191～194の刷毛目とナデが見られ、

197.198は腰部における縦位の箆調整が見られる。186～207は回転糸切痕を底部に見る。但し199

は周りが剥離しているため不明瞭であるが静止糸切りの可能性がある。208～212は細片のものもあ

1４－



るが静止糸切痕を有し、この種の器種においては稀なものであろう。

一方内外面にスス・炭化物の付着するものが多い。

渦（第１５．１６図、図版19）図示したものに全形を有するものはないが、口径に最大径を有し、丸

底の器であり、現代のボール状を呈する。口径は40cm前後、器高は15cm前後である。基本形態は丸

底の底部から外開きに立上り、口縁部をさらに外側へ折る。この曲折の大小や、さらに口唇部にお

ける上方への折返しの有無などは様々だが、器端部に厚みを持たせる特徴がある。口縁部、口唇部

における個々の特徴は図示した通りである。二次的調整ではロクロによる櫛目・刷毛目・ナデが器

の内外面に見られ、腰部から底部にかけては外面の条線状叩き文、内面の櫛目の外、青海波文を有

する当具痕とがある（243～256参照)。さらに箆削りに依るものも見られ、228の頚部下部分の調整、

244.252の腰部は面取状の削りが見られる。

なお特異なものとして229.232などがある。前者の口縁部は一旦内側へ折り曲げたものを外反さ

せており、後者の口縁部は非常に薄く成形されている。

またスス・炭化物の付着を見る器が多い。

坪（第17図、図版20）器の大小、手法の相違などで分類することが出来るが一括した。257～259

は大型に部類するもので、唯一その口傑を知ることの出来る257は１７cmを測るものである。３点共

薄い繊細な造りで器面にロクロ痕を残し、底部のロクロ切り離しは総て回転糸切りである。二次的

調整として器の内外面がミガキ上げられている。

260も大型に部類し、成形も前者と同様であるが、焼成法に異なりを見、内面が黒色処理された、

いわゆる内黒土器である。なお表面は風化しているがミガキが加えられている。

261～287は口径13cm前後の普通サイズの杯である。製法に関しては大型坪と同様で、大きく外に

向ってのびる器壁が、中程でやや内湾する◎腰の下部を強くおさえられ、従って底部の輪郭が明瞭

なものが多い。底部のロクロ切り離しは回転糸切によるが、267は静止糸切である。磨耗が進み採

拓出来ない。全体に薄手のものが多いが肉厚のものも見られる。特に286は肉厚で別種のものかも

知れない。

二次的調薬には器の内外面をミガキ上げたものが多くある。その他272は回転糸切痕を擦り消し

ており、287は内面が漆膜に被われている（図版22)。漆を塗られたものか、或いは漆の容器とされ

たものかは化学的調査に依らねばならない。

その他、墨書されたものがある◎269は底部に「大」の文字があり、265には崇痕が残る。

(3)その他の遺物

土錘（第１８図、図版23）288～293で小型の土錘である。太さ１～1.3cm、長さ２．５～４cm程で細い

孔が貫通する管状のものであり、焼成は硬質であるが土師質である。魚網のおもりである。この内

４点が|司一地点の出土であり、同一の網に使用されたものであろう。

石錘（第１８図、図版23）295は拳大の自然石の両端を打ち欠いたもので石錘と考えられる。紐を

掛けて使用するもので縄文時代にその起源を見る。一応この時代のものとしておきたい。材質は風

化が進んだ半花闇岩である。

－１５－



羽□（第18図、図版23）２９６．２９７の２点があり、特に後者は細片である。羽口とは製鉄炉や鍛冶

の火床に使用する送風管の先端である。296は先端部直径４cm、胴部直径６cm程で、内径は2.5cmで

ある。長さは6.5cmの断片である。刈口本体の焼成度は弱いが二次的な被熱で先端部はガラス質と

なり、その後部２cm程は海綿状の気泡がある◎その背後は硬質に変化している。297は先端部の細

片で復元凶も推測の域を出ない。鉄津の付着によって羽、と判明することが分る。

鉱津図版23-Ｎ１３に示した鉱津がある。化学的分析を見なければ内容は不明である。

凝固物（図版23）数cm大の凝凹物３点がある◎黒色を呈し表而はややなめらかである“不明の

物体である。

±板（第１８図、図版23）294は約l/2の残欠,h１，だが、直徒４ｃｍ・厚さ0.6cmの円形の土板で、中央

に孔を穿つ土師質の士製占,11である。用途などは不明である。

木製遺物（第19図、似1版23）板、杭類である。３．４は板状、６は割材、その他は杭と推定出来

る。板・割材は杉、杭の内１．２はイタヤ、５．７は栗、８は杉を材料としている。

自然遺物（図版23）種子類である。エゴノ木の種子89個の内に外皮を被るものｌ桐がある。出

土地点にエゴノ木と推定される大木が横たわっていた（図版５－中参照)｡その他トチの木の内果皮、

オニグルミの果実がある。

時代を異にする遺物（第20図）298～301は同一個体のもので、弥生土器の破片である。外向き

に開く口縁とやや胴張り形態から深鉢であろう。内外共に刷毛目を有する粗製の土器である。３０２

は高i不の脚部である。焼成は良好であるが時期は不明である。３０３．３０４は中'1t須恵器系陶器である。

前者は捕目を見ないが鉢、後者は壷片である。いずれも細片であるが、中世初頭のもので、北越後

における北沢窯の製品であろう。
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－３０－

須恵器一覧表

挿図

NＣ

遺物

NＣ
出土場所 器種

計 測（m､）

器高 口径 底径 最大径

残存率

0／1２
製 法 胎士

焼
成
備考

１ ４１２ Ｂ－Ｌ－９

Ｂ－ｊ－ｌＯ

壷 1４０ 9６ 108 200 ７ 石英微粒 良 短鎮壷

２ ４１３ Ａ－Ｆ－１ 〃 120 1.5 石英、黒雲母微粒 良 〃

３ ４１４ Ｂ－Ｉ－ｌＯ 〃 190 1．５
〃 良

４ ４１６ Ｂ－Ｌ－９

Ｂ－Ｌ－ｌＯ

〃 (110） 203 ３ 石英粗粒多

５ 405 Ａ－ｊ－２ 瓶 9５ ２ 石英粗粒少 良 横瓶

６ 406 ｃ－ｊ－ｌ２ 〃 llO ２ 〃 〃

７ 4１１ Ａ－Ｆ－２ 〃 石英、黒雲母微粒 良 〃

８ 408 Ａ－Ｆ－２

Ａ－Ｇ－２

〃 石英細粒 不 〃

９ 409 Ｂ－Ｋ－ｌＯ

Ｃ－ｊ－ｌ４

〃 石英粗粒、黒雲欧 良 〃

1０ 408 Ａ－Ｆ－２

Ａ－Ｇ－２

〃 石英細粒 不 〃

1１ 407 Ｂ－Ｉ－ｌＯ 〃 石英粗粒多 良 〃

1２ 439 Ａ－Ｄ－２ 壷 タタキ青海波 石英微粒 〃 底部

1３ 402 Ｃ－Ｋ－ｌｌ 瓶 3０ 1２ 石英細粒 良 小型長鎖瓶

1４ 4０１ Ａ－Ｈ－ｌ 〃 lOO ４ 石英微粒 良 〃

1５ 404 Ａ－Ｃ－２ 〃 9０ 2.5 石英微粒少々 不 長鎖瓶

1６ 403 Ａ－Ｇ－２ 〃 ３ 〃 〃 〃

1７ 415 Ａ－Ｆ－２ 壷 lOO ２ 石英、黒雲似微粒 良 短頚壷

1８

１９

425

426

Ｂ－Ｅ－９

〃

〃

〃

カゴメ、同心円

〃〃

石英微粒多

〃

〃

〃

薄手

〃

｜m'一個体力

2０ 428 Ａ－Ｇ－２ 〃 〃 青il旺波 石英細粒 〃

2１ 430 Ｃ－ｊ－ｌ３ 〃 タタキ、〃 石英、黒雲は微粒 〃

2２ 429 Ａ－Ｇ－２ 〃 カゴメ、｜両l心円 長石、石英微粒 〃

2３ 435 Ａ－Ｆ－２ 〃 〃タタキ 石英、細粒 〃

2４ 433 Ｂ－Ｌ－９

Ｂ－ｊ－ｌＯ

〃 〃青海波 長石、細粒 〃

2５ 434 Ａ－Ｈ－２ 〃 〃 〃 石英細粒 〃

2６ 437 Ｂ－Ｅ－９ 〃 カゴメ、タタキ､同心'1１ 長石、黒雲雌微 良

2７ 432 Ａ－Ｈ－２ 〃 タタキ、青海波 密 〃

2８ 438 Ａ－Ｄ－ｌ 〃 カゴメ、タタキ 長石、黒雲吐微粒 〃

2９ 431 Ａ－Ｆ－ｌ 〃 〃青海波 石英微粒 〃

3０ 436 Ａ－Ｉ－２ 〃 〃タタキ 〃少 〃

3１ 217 Ａ－Ｆ－ｌ

Ａ－Ｆ－２

壷蓋 140 ３ 〃 〃

3２ 204 Ｃ－ｊ－ｌ４ 坪蓋 (140） ７ 石英細粒 〃

3３ 209 Ｂ－Ｈ－ｌＯ 〃 ３ 密 〃 転用硯

3４ 206 Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 ４ 石英細粒 〃

3５ 201 Ａ－Ｄ－２

Ａ－Ｃ－２

〃 2３ 144 ７ 〃 〃

3６ 205 Ａ－Ｃ－２ 〃 (150） ６ 密 〃 転用硯

3７ 203 Ａ－Ｄ－２

Ａ－ＩＩ－２

〃 ３１ 150 ４ 〃 〃

3８ 202 Ｂ－Ｋ－ｌＯ 〃 2８ 130 ４ 石英細粒 〃 転用硯

3９ 207 Ａ－Ｄ－２ 〃 140 ４ 石英微粒 〃

4０ ２１０ Ａ－Ｆ－２ 〃 146 ２ 密 〃

４１ 208 Ａ－Ｆ－２ 〃 148 ２ 石英細粒 〃

4２ ２１２ Ｂ－Ｈ－１０ 〃 144 １ 〃 塾付着

4３ ２１１ Ａ－Ｆ－２ 〃 130 ２ 密 〃 〃

4４ ２１６ Ａ－Ｆ－２ 〃 １ 〃 〃 〃

4５ ２１４ Ａ－Ｅ－ｌ 〃 １ 〃 〃

4６ ２１５ Ａ－Ｆ－２ 〃 １ 石英細粒 〃

4７ ２１３ Ｃ－Ｋ－１５ 〃 １ 〃 〃 転用硯

4８ １ Ｂ－Ａ－２ 坪 3５ 126 6５ ９ 石英粗粒 良 腰部に(火)の埋書、
底部に(十)の刻文



3１

挿図

NＣ

遺物

NＣ
出土場所 器棟

計測（m､）

器高 １１径 底径 雌大径

残存率

0／1２
製 法 胎 土

焼
成 備考

4９ 1７ Ａ－ＩＩ－１ 坪 5０ ３ へラおこし 石英粗粒 不 腰部に黒書(大)力

5０ 1８ Ｂ－ｌｌ－ｌＯ 〃 8０ ２ 〃 密 〃 底部に墨書(主)力

5１ 7９ Ｂ－ＩＩ－ｌＯ 〃 7６ ２ 〃 〃 良 付着物あり

5２ ２ Ａ－Ｈ－ｌ 〃 3４ 128 6８ ９ 石英細粒 〃

5３ 4４ Ａ－Ｅ－２ 〃 3０ 1１６ 6４ ８ 〃 〃

5４ 7４ Ｂ－Ｇ－１０ 〃 7０ ４ へラおこし 〃 不 殆んど焼けてない

5５ ４ Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 3７ １２０ 7０ ８ 〃 〃 〃

5６ 2３ Ｂ－ｊ－１０ 〃 3２ 120 6４ ４ へラおこし 〃 良

5７ 3２ Ａ－Ｈ－１ 〃 3０ 120 7６ ６ 長石粗粒 〃 腰部付着物

5８ 1５ Ａ－Ｈ－２ 〃 3０ 1１０ 6０ ４ へラおこし 密 不

5９ 2４ Ａ－ＩＩ－ｌ 〃 3０ 1１６ 6８ ４ 〃 石英、長石微粒 良

6０ 1９ Ａ－Ｄ－２ 〃 3０ 1２４ 8０ ３ 〃 密 〃

6１ 7３ Ａ－Ｈ－１ 〃 7０ ２ 〃 〃 〃

6２ 2５ Ａ－Ｉ－２ 〃 3２ １２８ 8６ ５ 〃 〃 〃 歪み

6３ 2２ Ａ－Ｃ－ｌ 〃 3２ 1２４ 7８ ２ 〃 〃 〃

6４ 2０ Ａ－Ｇ－１ 〃 3２ 126 8０ ３ 〃 〃 〃

6５ ２１ Ａ－Ｈ－１ 〃 3２ 1２８ 8６ ２ 〃 〃 不

6６ 7０ Ａ－Ｆ－２ 〃 7０ ３ 〃 〃 〃

6７ １６ Ａ－Ｈ－２ 〃 3０ 116 7０ ３ 〃 〃 良

6８ 3５ Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 3４ 116 7０ ４ 〃 〃 〃 灯明皿転用

6９ 3６ Ａ－Ｆ－２ 〃 2９ 1１６ 7０ ４ 〃 〃 ケ

7０ 5２ Ａ－Ｈ－１ 〃 2９ 1２２ 8０ １１ 〃 石英微粒 〃

７１ 2７ Ａ－Ｈ－２ 〃 3０ 118 6２ ４ 〃 〃 〃 腰、底部に付着物

7２ 2６ Ａ－Ｅ－２ 〃 ３１ 1２０ 7８ ５ 〃 石英細粒 〃

7３ １０ Ａ－ＩＩ－２ 〃 3０ 112 7０ ４ 〃 〃 〃

7４ 5９ Ａ－Ｆ－２ 〃 6０ ４ 〃 密 〃

7５ 6２ Ａ－ＩＩ－ｌ 〃 7２ ３ 〃 石英微粒 〃

7６ 7７ Ａ－Ｃ－２ 〃 7０ ２ 〃 密 不

7７ 6１ Ａ－Ｇ－２ 〃 6６ ４ 〃 〃 〃 底部に刻線１本

7８ 8３ Ａ－Ｄ－２ 〃 8０ ３ 〃 〃 良

7９ 4８ Ａ－Ｂ－２ 〃 3１ 120 7６ ６ 〃 〃 〃

8０ 6６ Ａ－Ｄ－２ 〃 7４ ４ 〃 石英細粒 〃

8１ ５ Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 3５ 120 8０ ７ 密 不

8２ 2９ Ａ－Ｉ－２ 〃 3０ １３０ 8８ ４ へラおこし 〃 良

8３ 7５ Ａ－Ｇ－２ 〃 8０ ２ 〃 〃 不

8４ 6０ Ｂ－Ｈ－ｌＯ

Ｂ－ｊ－ｌＯ

〃 8０ ４ 〃 長石細粒 良

8５ ３ Ａ－Ｄ－２ 〃 3４ 1２０ 6０ ８ 〃 石英粗粒 〃

8６ １３ Ａ－ｊ－２

Ａ－Ｉ－２

〃 3２ 1２２ 7０ ３ 〃 密 〃

8７ 1１ Ａ－Ｈ－ｌＯ 〃 3３ 126 7２ ４ 〃 石英、長石微粒 〃

8８ 5８ Ａ－ＩＩ－２ 〃 3２ 1１９ 7６ ３ 〃 密 〃

8９ ９ Ａ－Ｈ－ｌ

Ａ－Ｈ－２

〃 3２ 1２２ 6８ ４ 〃 〃 〃

9０ 5４ Ａ－Ｄ－２ 〃 3３ 124 7８ ４ 〃 長石細粒 〃

９１ 3３ Ａ－Ｈ－２ 〃 3４ 120 8０ ３ 〃 密 不

9２ 3１ Ａ－Ｈ－２ 〃 3５ 128 7８ ３ 〃 〃 良 底部に刻線２本

9３ 4２ Ａ－Ｃ－２ 〃 ３１ 1２２ 7８ ６ 〃 石英粗粒 〃

9４ 7２ Ａ－Ｈ－２ 〃 8０ ３ 今 石英細粒 〃

9５ 3７ Ｃ－ｊ－ｌ４ 〃 4５ 1４０ 7０ 1．５ 〃 〃 〃 内部スス付着

9６ 2８ Ａ－ＩＩ－ｌ 〃 3２ 1２８ 8０ ４ 〃 〃 〃

9７ 4３ Ａ－Ｉ－２ 〃 3０ 124 ８ ８ 〃 密 〃

9８ 6７ Ａ－Ｈ－２ 〃 7８ ３ 〃 長石細粒 〃

9９ ８ Ａ－Ｃ－２ 〃 3２ １２４ 7５ ６ 〃 密 不

1００ 6３ Ｃ－ｊ－ｌ５ 〃 8０ ３ 〃 石英細粒 良

1０１ 8６ Ａ－Ｄ－２ 〃 7０ 〃 密 〃 墨痕

1０２ 5１ Ａ－Ｈ－２ 〃 3０ １２４ 7８ 1０ 〃 石英細粒 〃



土師

3２

挿図

NＣ

遺物

NＣ
出土場所 器練

計測（､､）

器高 １１径 底径 賊大径

残存率

0／1２
製法 胎 土

焼
成
備考

138 1528 Ｂ－ｊ－ｌＯ カメＡ 310 １ ハケメ、ハケメ 石英細粒 不

1３９ 1520 Ａ－Ｄ－２ 〃 190 １ 〃 ナデ 石英粗

1４０ 1５２９ Ｂ－ＩＩ－ｌＯ 〃 300 １ 〃〃 石英細粒 不

1４１ 1５０１ Ａ－Ｄ－２ 〃 210 ヨコナデ 〃 〃

1４２ 1508 Ａ－Ｇ－ｌ 〃 260 〃 ｲi英粗粒

1４３ 1５２１ Ｃ－ｊ－ｌ４ 〃 220 ハケメ、ナデ 〃

1４４ １５１８ Ａ－ｌｌ－ｌ 〃 200 〃 石英、黒雲1Ｊ細粒

1４５ １５３２ Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 240 3.5 ヨコナデ 砂粒少

1４６ 1506 Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 180 1．５ ナデ、ハケメ 石英相粒 良

１４７ 1576 Ａ－Ｄ－２ 〃 6６ ハケメ 石英細淵 〃

１４８ 1５２３ Ａ－Ｄ－２ 〃 260 ２ ヨコナデ 石英粗淵 、 照雲１Ｊ

１４９ 1554 Ａ 〃 180 水挽 〃多

１５０ 1５１４ Ｂ－Ｋ－ｌＯ 〃 260 〃 荷英細粒、雲雌少 不

1５１ 1５１６ Ａ－Ｈ－２ 〃 180 ハケメ、ナデ 石英細粒多

挿図

NＣ

遺物

NＣ
出土場所 器械

計 測（in､）

器高 口径 底係 餓大径

残存率

0／1２
製 法 胎土

焼
成
備考

103 ４１ Ａ－Ｉ－２ 坪 3０ 130 9０ ４ へラおこし 密 良

104 3９ Ａ－Ｈ－２ 〃 3０ 1３０ 8０ ８ 〃 〃 ﾉド

1０５ 4５ Ｂ－Ｈ－ｌＯ 〃 3７ 130 7８ 1０ 〃 〃 〃 雛衿(i｝q水''1）力（柴
）力

1０６ 5０ Ａ－Ｈ－ｌ

Ａ－Ｈ－２

〃 3３ 1１６ 7６ ６ 〃 石英微粒 良

1０７ 1２ Ａ－Ｄ－２ 〃 3２ 126 8２ ４ 〃 密 〃

1０８ 3０ Ａ－Ｈ－ｌ 〃 3０ 120 7６ ４ 〃 〃 〃 領み

109 4０ Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 2９ １２６ 8０ ５ 〃 〃 不

1１０ 5５ Ａ－Ｈ－２ 〃 3３ 128 8４ ３ 〃 石英細粒 良

1１１ 1４ Ａ－Ｅ－１ 〃 3４ 116 6８ ３ 〃 石英微粒 〃

1１２ 4６ Ａ－ＩＩ－２ 〃 3０ 124 7８ 1０ 〃 石英粗粒 〃

１１３ 4９ Ｂ－Ｆ－ｌＯ 〃 3３ 126 8４ ４ 〃 石英細粒 不

1１４ 4７ Ａ－Ｉ－２ 〃 3６ 130 8０ ６ 〃 密 良

1１５ ６ Ｂ－Ｅ－９ 〃 4２ 130 7４ ５ 〃 〃 不

1１６ 8５ Ａ－Ｂ－ｌ 〃 8２ ５ 〃 長石微粒 〃 堆井(大）

1１７ ７ Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 3２ 1２３ 7０ ５ 〃 密 良

118 5６ Ｂ－Ｋ－ｌＯ 〃 3２ 120 8０ ２ 〃 石英微粒 〃

1１９ 3４ Ａ－Ｆ－２ 〃 3２ 126 8６ ３ 〃 密 不

1２０ 5７ Ａ－Ｄ－２ 〃 3２ 124 8０ ３ 〃 石英微粒 良

1２１ 8７ ３４トレンチ 〃 7６ ６ 〃 石英細粒 〃

122 ３１２ Ｂ－Ｉｌ－ｌＯ 有台坪 7５ ２ 密 〃

123 ３１８ ２０トレンチ 碗 7０ ２ 〃 〃

124 ３１１ Ａ－Ｈ－２ 〃 6２ 2.5 〃 〃

1２５ ３１０ Ａ－Ｈ－２ 〃 6６ ５ 長打微粒 〃

1２６ 307 Ａ－Ｄ－２ 小碗 5０ lOO 6４ 2.5 密 良

1２７ 306 Ａ－Ｈ－２ 〃 5４ 9４ 6２ 3.5 長石微粒 不

128 309 Ａ－Ｆ－２ 〃 7４ ５ 〃 良

1２９ 302 Ａ－Ｃ－２ 碗 6６ 1３２ 7２ ２ 〃 〃

130 304 Ａ－Ｈ－ｌ 〃 6４ 150 7８ ２ 〃 不

1３１ 315 Ａ－Ｉ－２ 〃 138 1．５ 長石、石英微粒 良

1３２ 305 Ｂ－Ｅ－ｌＯ

Ｂ－Ｆ－ｌＯ

〃 140 ３ 長石微粒 〃

133 303 Ｃ－ｊ－１３ 〃 6２ １３５ 7５ ３ 〃 〃

134 301 Ａ－Ｂ－２ 〃 6６ 1３６ 7６ ６ 石英微粒 〃

1３５ 313 Ａ－Ｃ－２ 〃 １３０ 1．５ 〃 〃

1３６ ３１４ Ａ－Ｆ－２ 〃 130 ２ 長石微粒 不

1３７ 308 Ａ一Ｇ－２ 〃 8８ ４ 密 良



挿図

NＣ

遺物

NＣ
出土場所 器棟

計 測（､､）

器高 口徒 底径 最大径

残存率

O／1２
製 法 胎土

焼
成 備考

1５２ 1５１７ Ａ－Ｆ－２ カメＡ ２１０ １ ヨコナデ 石英細粒 不

１５３ 1５１６ Ａ－Ｈ－２ 〃 180 ハケメ、ナデ 〃多

154 1５１３ Ｂ－Ｆ－ｌＯ 〃 200 １ ハケメ 、 ハケメ 石英、雲赴微粒 不

1５５ 1５１１ Ｃ－ｊ－ｌ４ 〃 260 １ ヨコナデ 石英粗粒多 〃

156 1５１２ Ｃ－Ｋ－ｌｌ 〃 1８０ １ 〃 石英細粒多 〃

１５７ 1５１０ Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 200 １ 〃 石英粗粒

1５８ 1509 Ｂ－ｊ－１０ 〃 200 １ 〃 〃

159 1560 Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 160 ４ ハケメ

タタキ、ハケメ

〃 良

1６０ 1５６１ Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 1４０ １ ナデ、ハケメ 〃 〃

1６１ 1533 Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 2０ ４ タタキ、同心円 〃

１６２ 1563 Ａ－Ｄ－－２ 〃 ハケメ

タタキ、ナデ
石英、雲母細粒

163 １５６２ Ａ－Ｃ－２ 〃 ハケメ 石英粗粒 不

1６４ 1564 Ａ－Ｇ－２ 〃 タタキ、同心円

1６５ 1５３０ Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 200 210 2.5 ハケメ、ハケメ
タタキ、ナデ

石英粗粒 不

166 1５１９ Ａ－Ｆ－２ 〃 220 １ ヨコナデ 〃 〃

1６７ 1５２４ Ａ－Ｄ－２ 〃 220 2.5 〃 石英細粒、黒雲母 良

168 1527 Ａ－Ｆ－２ 〃 200 １ ハケメ、ナデ 石英、雲母微粒 〃

1６９ 1504 ｃ－ｊ－ｌｌ 〃 230 １ ハケメ、ナデ 不

1７０ 1525 １
２

Ｃ
Ｃ

Ａ
Ａ

〃 220 ３ ヨコナデ 石英粗粒 〃

1７１ 1505 Ａ－Ｇ－２ 〃 200 1.7 〃 石英、長石細粒 〃

1７２ 1５２２ Ａ－Ｇ－１ 〃 240 １ ハケメ、ナデ 石英細粒 〃

1７３ 1503 Ｃ－ｊ－ｌ４ 〃 200 １ ヨコナデ 石英粗粒 〃

1７４ 1507 Ａ－Ｆ－ｌ 〃 １８０ １ 〃 〃 良

1７５ 1５７５ Ａ－Ｆ－２ 〃 2４ １ ハケメ、ハケメ
タタキ、花文

石英細粒 〃

1７６ 1５７０ Ａ－Ｄ－２ カメ へラ調整
タタキ、クシメ

微砂粒 〃 表面スス

1７７ １５６７ Ａ－Ｃ－２

Ａ－Ｄ－２

〃 タタキ、｜前1心円 石英細粒

1７８ 1574 Ａ－Ｈ－２ 〃 青海波、タタキ 青海波文をナデ消す

179 1568 Ａ－Ｄ－２ 〃

タタキ、
タタキ

平行線
石英細粒 良

180 1５７３ Ａ－Ｆ－２ 〃 〃 、青itf波 微砂粒少 不

1８１ 1569 Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 ハケメ

〃同心円
石英、雲母微粒

1８２ 1５７２ Ａ－Ｆ－２ 〃 〃 〃 石英細粒少 不

１８３ 1５７１ Ａ－Ｅ－２ 〃 〃 青海波 微砂粒少 〃

1８４ 1565 Ａ－Ｆ－２ 〃 〃花文 石英、雲吐細粒

185 1566 Ａ－Ｆ－２ 〃 〃 青ilmf波 石英細粒

1８６ １５３４ Ｃ－Ｋ－ｌ２ カメＢ 1３５ 1４５ 7５ 1４５ ７ 水挽 石英粗粒 良 平底、回転糸切

1８７ 1５５６ Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 1６０ １ 〃 石英、雲母微粒 不

188 １５５５ Ｃ－ｊ－ｌ４ 〃 １４０ １ 〃 石英細粒 〃

189 1558 Ａ－Ｄ－１ 〃 1２０ １ 〃 〃 良

190 1５５９ Ａ 〃 1６０ 0.7 〃 石英粗粒

1９１ 1５５１ Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 160 １ ハケメ、ナデ 石英細粒

1９２ 1５３１ Ｂ－Ｊ－ｌＯ 〃 1４０ １５３ ４ ハケメ、ハケメ 石英粗粒、雲母 良 内外面共にスス付着

1９３ 1５５２ Ｂ－ｊ－ｌｏ 〃 １２０ ワ
ー

〃 〃 少 〃 頚部にスス

1９４ 1553 Ａ－Ｆ－ｌ２ 〃 1２０ １ 〃 〃 〃 頚部にスス

1９５ 1５５７ Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 1２０ １ 水挽 石英微粒少 〃

1９６ 1５７７ Ａ－Ｇ－２ 〃 ナデ 石英細粒 不

1９７ 1548 Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 8０ ４ へラ調整 〃

1９８ 1５３６ Ａ－Ｄ－２ 〃 120 220 2.5 〃 石英粗粒 不

1９９ 1５３７ Ｃ－Ｋ－ｌｌ 〃 5６ 1２ 石英粗粒多 〃 静止糸切力

200 1543 Ａ－Ｄ－２ 〃 7０ 1２ 石英、雲雌細粒 廻転糸切

2０１ 1545 Ａ－Ｃ－２ 〃 6０ 1２ 水挽 石英粗粒 廻転糸切

202 1546 Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 6０ 1２ 〃 石英、雲母細粒 良 〃

203 1５４４ Ａ－Ｃ－ｌ 〃 6０ １２ 〃 石英粗粒 〃



挿図

NＣ

遺物

NＣ
出土場所 器棟

計測（､､）

器高 ｕ径 底径 岐大径

残存率

0／1２
製 法 胎上

焼
成 備考

204 1547 Ａ－Ｈ－ｌ カメＢ 9０ 4.5 水挽 石英、雲母粗粒 良 廻転糸切

205 1550 Ａ－Ｅ－１ 〃 8５ 4.5 〃 石英、雲似細粒多 底部二次I澗整

206 1549 Ａ－Ｆ－２ 〃 6５ 4.5 〃 〃 良 特に砂粒多い

207 1538 Ａ－Ｄ－２ 〃 7０ 1２ 〃 石英粗粒 不

208 1539 Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 6５ 1２ 〃 〃 良 静止糸切力

209 1535 Ｃ－Ｋ－ｌｌ 、
、 1４５ 133 8０ 135 1２ へラ調整 石英粗粒多 良 〃平底

２１０ 1541 Ａ－Ｄ－２ 〃 6０ ２ 水挽 石英微粒 〃

２１１ 1542 Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 7５ 3.5 石英細粒多 不 静止糸切力､一部撫iliし

212 1540 Ａ－Ｉ－２ 〃 7０ ５ 水挽 〃 〃

213 1６１１ Ａ－Ｆ－２ ナベ 420 1.2 ナデ 石英、雲雌粗粒

214 1609 Ｂ－Ｊ－ｌＯ 〃 420 0.7 クシメ、ナデ 〃 不

２１５ 1６１２ Ｂ－Ｊ－２ 〃 400 0.7 ナデ、クシメ 石英、雲雌細粒

２１６ １６０３ ｃ－ｊ－ｌｌ 〃 400 1．５ クシメ、ハケメ 石英粗粒 良

２１７ 1606 Ａ－Ｄ－２ 〃 400 １ 〃 〃 不 内外mスス､一部炭化物

２１８ 1602 Ａ－Ｄ－２ 〃 400 1.5 〃 石英細粒 外而スス

２１９ 1６１９ Ａ－Ｇ－２ 〃 420 １ ハケメ、ナデ 石英粗粒

220 1620 Ａ－Ｄ－２ 〃 400 1.5 クシメ、クシメ 石英、雲母粗粒

221 1６１３ Ｂ－Ｄ－２ 〃 380 0.7 ナデ 石英粗粒

222 １６０７ Ａ－Ｆ－２ 〃 320 １ クシメ、ハケメ 〃 外而に炭化物

223 1601 Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 380 ５ クシメ 石英、雲吐細粒

224 1604 Ａ－Ｄ－２ 〃 420 １ ハケメ 石英粗粒 不 外内、一部にスス付満

225 1６１４ Ａ－Ｃ－２ 〃 400 １ 〃 〃

226 1６１８ Ａ－Ｆ－２ 〃 380 1.7 クシメ、ナデ 石英細粒

227 ]６１６ Ａ－Ｆ－２ 〃 420 1.2 ナデ 石英粗粒多 不 黄白色

228 1６１７ Ａ－Ａ－２ 〃 440 1.2 〃 石英微粒 良 外而へラ調整力

229 1６１５ Ａ－Ｆ－２ 〃 380 1.2 ハケメ、ナデ 〃 黄向色

230 1６１０ Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 380 1 クシメ 石英粗粒 良 直立ぎみ

231 1608 Ａ－Ｄ－２ 〃 380 １ ハケメ、ハケメ 〃 不

232 1605 Ａ－Ｈ－ｌ 〃 440 １ タタキ、青海波 石英細粒 外而にスス

233 1628 Ａ－Ｄ－２ 〃 400 0.6 クシメ、クシメ 石英粗粒 外面スス付着

234 1627 Ｂ－ｌ－ｌＯ 〃 420 0.8 ナデ 石英、雲り細粒

235 1626 Ａ－Ｆ－２ 〃 360 0.6 ハケメ、ナデ 石英細粒 不

236 1624 Ａ－Ｄ－２ 〃 400 0.5 ハケメ、クシメ 石英粗粒 良

237 1621 ｃ－ｊ－ｌｌ 〃 400 0.7 ナデ 石英、雲母細粒 〃 外而炭化物

238 1625 Ａ－Ｂ－２ 〃 400 0.7 ハケメ、ハケメ 〃

239 1629 Ａ－Ｆ－２ 〃 420 0.5 ナデ、クシメ 〃粗粒

240 1630 Ｂ－Ｈ－ｌＯ 〃 380 0.7 ナデ 〃

2４１ 1622 Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 420 0.8 〃 石英粗粒多 良

242 1623 Ｂ－Ｉ－ｌＯ 〃 400 0.5 〃 砂質土多 〃

243 １６４３ Ａ－Ｆ－２ 〃 タタキ、ナデ 雲母微粒 〃 内面炭化物付満

244 1６４１ Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 ハケメ、クシメ
ケズリ

、 ヅ、フ 石英粗粒 〃 面取状

245 1638 Ｃ－ｊ－ｌ３ 〃 ハケメ、タタキ、ナデ 雲母細粒 〃

246 １６３３ Ｂ－ｊ－９

Ｂ－ｊ－ｌＯ

〃 ２ クシメ、クシメ 石英、雲母粗粒
-●

ｲ、

247 1635 Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 タタキ、クシメ 石英粗粒 良

248 1637 Ｃ－Ｋ－ｌｌ 〃 ハケメ、タタキ 雲り微粒 〃 外面スス、内、炭化物

249 1632 Ｃ－ｊ－ｌ４ 〃 １ ハケメ、〃 石英、雲雌微粒 〃 内面炭化物

250 1644 ｃ－ｊ－ｌｏ 〃 クシメ、タタキ 〃細粒 不 外面スス付清

2５１ 1640 Ａ－ｊ－ｌＯ 〃 タタキ、クシメ 石英、雲母細粒 良

252 1636 Ｃ－ｊ－ｌ４ 〃 タタキ、ハケメ
ケズリ

、 ヅ、フ 石英細粒 〃 而取状

253 1631 Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 1．５ タタキ 、 クシメ 石英、雲母細粒 不 外而スス付満

254 １６３４ Ｂ－Ｈ－ｌ２ 〃 ２ タタキ、タタキ 石英粗粒 〃

255 1639 Ａ－Ｈ－２ 〃 ハケメ、ヘラケズリ 石英細粒 良 而取状

256 1642 ｃ－ｊ－ｌｏ 〃 ハケメ 雲は微粒 〃 外而スス付満

257 lOOl Ａ－Ｈ－２ 坪 5０ 170 7０ ２ ミガキ 〃



3５

挿図

NＣ

遺物

NＣ
出土場所 器樟

計測（､,､）

器高 ｕ径 底径 最大径

残存率

0／1２
製 法 胎土

焼
成 備考

288 1２０１ Ａ－Ｆ－２ 陶錘 (45） ４ 1３ 1２ 雲母、長石微粒 良 管状

289 １２０２ Ａ－Ｆ－２ 〃 (40） ４ １２ 1２ 雲は、石英微粒 〃 〃

290 1203 Ａ－Ｆ－２ 〃 (39） 3.5 1２ 1２ 〃 不 〃

2９１ 1204 Ａ－Ｆ－２ 〃 (24） 2.5 ９ 1２ 石英微粒 良 〃

292 １２０５ Ａ 〃 (30） 2.5 ９ 1２ 〃 不 〃

293 1206 ２０トレンチ 〃 (40） 2.5 ９ 1１ 良 〃

294 1207 Ａ－Ｇ－２ 土製品 3８ ６ 石英微粒 不

295 1２０９ Ｂ 石錘

296 判－１ Ａ 羽１１ 2３ 5４

297 判-２ Ａ 〃 2２ 5０

298 Ｇ－ｌ １
１

Ｈ
Ｅ

Ａ
Ａ
カメ 弥生土器 同一

個体力

299 Ｇ－２ Ａ－Ｆ－２ 〃
〃

300 Ｇ－４ Ａ－Ｂ－２ 〃
〃

3０１ Ｇ－３ Ａ－Ｆ－２ 〃

302 1208 ２０トレンチ (70） 良 〃高坪脚部

303 Ｍ１ Ｃ－Ｋ－ｌｌ 鉢 306 １ オロシＨなし 密 不 中枇陶器

304 Ｍ２ Ｃ－Ｋ－ｌ３ 壷 308 内ナデ、タタキ 石英、黒雲母微粒 良 〃

挿図

NＣ

遺物

NＣ
州土場所 器種

計測（､､）

器高 口径 底径 最大径

残存率

0／１２
製 法 胎土

焼
成 備考

258 1007 Ａ－Ｃ－２ 坪 6０ ４ 糸切、ミガキ 良 磨耗

259 1０１０ Ａ－Ｄ－２ 〃 6４ １ 〃〃 〃

260 1０１３ Ａ－Ｅ－ｌ 〃 6８ ６ 〃〃 石英、雲母微粒 〃 内黒

261 1006 Ａ－Ｅ－２ 〃 4３ 138 5８ ８ 〃 〃細粒 不 砂粒がぬけ､アバタ状

262 1０２２ Ａ－Ｈ－２ 〃 6４ ２ ミガキ 密 良

263 1020 Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 6０ ２ 糸切〃 石英細粒 〃

264 1０１６ Ａ－Ｆ－２ 〃 6４ ３ 砂質 不 磨耗激しい

265 1004 Ａ－Ｉ－２ 〃 3４ 130 4９ ６ 糸切 密 良 器痕

266 1005 Ａ－Ｉ－２ 〃 3６ 130 4８ ４ 〃 石英、雲母細粒 〃 磨耗

267 lOO3 Ａ－Ｉ－２ 〃 3５ 124 6４ ８ 静止糸切 石英粗粒 〃 〃

268 1００８ Ａ－Ｈ－２ 〃 3７ 132 6８ ２ 糸切 雲母微粒 〃 〃

269 lOO2 Ｂ－Ｋ－ｌＯ 〃 3５ 130 6０ ６ ケミガキ 〃 不 墨書(大）

270 1０１２ Ａ－Ｈ－２ 〃 5４ ３ 〃 石英、雲{&微粒 良

2７１ 1023 Ａ－Ｈ－２ 〃 6０ 1.5 〃ミガキ 石英微粒 不 磨耗

272 1009 Ａ－Ｈ－２ 〃 5４ ２ 〃 密 良 底部再調整

273 1０１５ Ａ－Ｈ－２ 〃 6０ ３ 〃 石英､長石､雲母少 〃

274 1０１９ Ａ－Ｆ－２ 〃 6０ ３ 〃 石英粗粒 〃

275 1０１８ Ａ－Ｈ－ｌ 〃 6０ ２ 〃 石英微粒 〃

276 1０２１ Ｂ－ｊ－ｌＯ 〃 6２ ３ 〃ミガキ 帝 〃

277 1030 Ａ－Ｈ－２ 〃 6０ １ 〃 〃 不

278 1０１４ Ａ－Ｅ－ｌ 〃 5４ ２ 〃 石英、雲母微粒 〃

279 1０１７ Ａ－Ｈ－２ 〃 6７ ４ 〃 石英細粒 良

280 1028 Ａ－Ｈ－２ 〃 7０ ２ 〃 雲母微粒 不

281 1０１１ Ａ－ＩＩ－１ 〃 6７ ３ 〃ミガキ 砂質 良 アバタ

282 1025 Ａ－Ｆ－２ 〃 6４ ３ 〃 雲母微粒 〃

283 1０２７ Ａ－ｌ－２ 〃 6０ ２ 〃 ミガキ 〃

284 1０２４ Ａ－Ｈ－２ 〃 6０ ２ 〃 石英、雲は微粒 〃

285 1029 Ａ－Ｆ－２ 〃 5８ ２ 〃 砂質 〃

286 1０３１ Ｂ－Ｅ－９ 〃 6０ ８ 雲母、長石細粒 不

287 1０３２ Ａ－Ｅ－２ 〃 5４ ４ ナデ 〃 内面黒ウルシ
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種子類他一覧表

木製品一覧表

挿図

NＣ

遺物

NＣ
出土場所 種別 数麓 備 考

１ Ｎｌ Ｂ－Ｃ－ｌＯ

Ｂ－Ｄ－ｌＯ

エゴの木 ９ 種子

２ Ｎ２ １
２

１
１

Ａ
Ａ

〃 5３ 〃

３ Ｎ３ Ａ－Ｉ－２ 〃 １ 〃外皮を有する

４ Ｎ４ Ａ－Ｉ－２ 〃 1４ 〃

５ Ｎ５ Ａ－Ｈ－ｌ 〃 1２ 〃

６ Ｎ６ Ａ－Ｈ－ｌ トチの木 １ 内果皮

７ Ｎ７ Ａ－Ｈ－ｌ オニグルミ １ 果実

８ Ｎ８ Ａ－Ｈ－２ 〃 １ 〃

９ Ｎ９ Ａ－Ｇ－２ 〃 １ 〃（No24平面図）

1０ ＮｌＯ Ａ－Ｇ－２ 凝固物

１１ Ｎｌｌ Ａ－Ｈ－２ 〃 図版2３

1２ Ｎ１２ Ａ－Ｅ－１ 〃

１３ Ｎｌ３ Ａ－Ｈ－２ 鉄津 図版2３

挿図

NＣ

遺物

NＣ
出土場所 種別

計 測（､､）

巾 長さ 太さ
製法 材質 備考

１ １ Ａ－Ｇ－２ 杭力 3０ 120 2６ 割りケズリ イタヤ力

２ ２ Ｃ－Ｊ－１２ 〃 2４ 1５５ 1３ 〃 〃

３ ３ Ｃ－Ｊ－ｌ２ 板片 3９ １３５ ８ 杉 板破片

４ ４ Ａ－Ｉ－ｌ 〃 １３ 190 ５ 〃 〃

５ ５ Ａ－Ｇ－２ 杭力 5０ 365 3７ 割り 栗力 先端突らす

６ ６ Ａ－Ｉ－２ 材割 1０３ 455 5０ 〃 杉 両端磨耗、木面も残る

７ ７ Ａ－Ｇ－２ 杭力 6０ 462 4０ 〃 栗力 先端突らす

８ ８ 〃 8０ １０３０ 4０ 〃半裁 〃



〆

1 Ｖまとめ

ｌ出土遺物について

出土遺物は須恵器と土師器である。前章でこれらの形態に関して記述したが、ここではその数量

による比率などにふれておこう。須恵器・土師器共に個体数の把握は難題であるが、破片数及び重

量からの算出を試みた。破片数における個体数の割出しは底部片、あるいは口縁片による実個体数

と総破片数との２通りを算出してみた。

表ｌの須恵器、表２の土師器共、口縁部における個体識別と坪類における底部による個体識別に

よって個体数を数えた。なおついでながら総破片数をも求めたが意味を成さない様であった。

一方重量による個体数の算出は次の様である。

総重量÷平均個体重量＝個体数

須恵器杯７，５４０９÷ｌ５０ｐ 5０．２

土師器坪２，７２５９÷１５５９ 1７．５

となり、底部破片数による数価の須恵器242個体、土師器207個体と懸け離れた数値が出て意味を成

さないことが分かった。ここでは器種によって異なるが口縁部或いは底部片の個体識別による個体

数がより実数に近いものであることが分かった。

以上の結果、須恵器では坪が大多数を占め、土師器では髪が坪を大きく上廻る結果が出た。須恵

器と土師器に見る比率は次の如くである。

出土遺物の殆んと魯が、杯類を主体とする供膳具と渦、婆を主とする煮沸・貯蔵用具である。供膳

具のうち須恵器碗は量的には15点に過ぎず、須恵器の供膳具は55.4％となる。一方妻の多くが煮沸

に使用されるが、渦を加えた煮沸・貯蔵用具は98.6％となる◎須恵器と土師器が有する材質の特徴

口縁又は底部に

よる個体数

総破片数

～
口縁又は底部に

よる個体数

総破片数

表１須恵器破片数による個体識別

壷 瓶 杯 蓋

６ １１ 242 2０

２％ 3.7％ 82.3％ 6.8％

2６ 1５ 507 2７

4.4％ 2.5％ 85.6％ 4.6％

表２土師器破片数による個体識別

婆Ａ 妻Ｂ 渦

316 6７ 4２

50％ １０．６％ 6.6％

2,742 9４

80.7％ 2.8％

－３７－

碗 計

1５ 294

5.1％

１７ 592

2.9％

坪 計

207 632

32.8％

560 3,396
１６．５％



表３須恵器・土師器の比率（％）

杯 碗 渦 壷・婆 総個体数 総破片数

須恵器 53.9 lOO ０ 1．５ 31.7 1．５

土師器 4６．１ ０ １００ 98.5 68.3 98.5

から用途の相違が見られるところであり、特に煮沸用具に土師器・土師質用器を使用することなど

が知られている所である。しかしながら出土遺物の須恵器と土師器の割合が、その破片数或いは個

体数から見ても圧倒的に土師器が多い。このことはこの遺跡の営まれた時期に係るものであろう。

ｔＨ土遺物から見る遺跡の時期はいつ頃であったのであろうか。須恵器のうち、一部の坪やj不蓋、

また瓶、帝に見られる細部の特徴や土師器の坪類、婆Ｂ類に見る特徴などから８世紀後半に位侭

づけるものである。そしてまた土師器の比率の多さはいますこし年代を降ろす必要もありえる。

士師器髪Ｂ類の一部と坪に見られたロクロ切り離し痕が、静止糸切法と呼ばれる柾目状の痕跡

を持つものがある◎私共にとってはこの時期では初見のものである。土師器に見る静止糸切りの出

現時期を知り得ないが、或いはこの遺跡の下限がかなり降りるものなのであろうか。なお今後の課

題としたい。そしてこの遺跡の営みは前述の８世紀後半を中心にして、その前後即ち811紀後半か

ら９世紀中葉に及ぶものと考えたい。

当遺跡より出土した須恵器類の生産窯は、新津丘陵を中心とする七本松窯111二群の製品と考えられ

る。七本松窯吐群は今のところ10基前後の窯ｶﾋ群だが、この地域の消費に応え得る。また越後巌大

規模と推定される阿賀北の五頭山麓窯ｶﾋ群の製品とは、肉眼で見る限り胎土が異なる。一方土師器

の生産窯は確認されていないが、おそらく七本松窯吐群の背後における未確認窯によるものと考え

ておきたい。

２おわりに

当発掘調査においてその調査区域内に遺跡の本体を見ることが州来なかった。発掘地点の殆んど

は湿地帯か大河の氾濫源で、おそらく人間の寄りつける地帯ではなかったと考えられる程の軟弱地

盤であった。従ってこの様な泥沼での調査作業は初めての体験でもあった。現在の川口地区は能代

川の自然堤防上に発展した帯状に連なる集落である。当遺跡の本体もまたこの自然堤防上に存在し

たことは言うまでもない。そしてその位置は僅かに東南寄り、或いは東北寄りに所在したものであ

ろうことは容易に察することが出来る｡検出された多くの遺物は大河の氾濫等によって押し11'され、

よどみに堆積したものであろう。時代を異にする遺物もまた同様のことである。特に中世陶器は北

東側に隣接する「川口集落遺跡」からの流出物であることが考えられるところである。

最近まで遺跡数が多いとは言えなかった新津市に近年多くの遺跡が発見され、その多くは平野部

におけるものが多い。そしてその多くは当遺跡と同時代の８～lO1吐紀における集落杜である。それ

らの数ケ所が磐越自動車道建設のため、一昨年より発掘調査が進められている。それらの遺跡との

関連を今後の課題としたい。

－３８－



の制約があり、それらを果し得ない。限られた時間の中でのつたない報告

市民の皆様に少しでも夢を与えることが出来れば幸いである。現地調査か

年度内での報告書発刊の制約があり、それらを果し得ない。限られた時間の中でのったＺ

書が何等かの役にたち、市民の皆様に少しでも夢を与えることが出来れば幸いである。現ｉ

ら本書発刊に至るまで、物心両面でお世話下された多くの方々に謝意をのべるものである。

１９９２．３

参考文献

そ１９８９『新津市史』資料編第１巻新津市

『新津市田家七本松須恵器窯吐発掘調査報告書」北方文化博物館

新津市史編さん委員会１９８９『新津市史』資料編第１巻新

中川成夫ほか１９５６『新津市田家七本松須恵器窯吐発掘調査

坂井秀弥ほか’984『上新バイパス関係遺跡発掘調査報告I』

鈴木俊成ほか’988「小出越遺跡』新潟県教育委員会

新潟県教育委員会

拙著１９８２『平遺跡』新津市教育委員会

拙著１９９１『発久遺跡』 筏神村教育委員会

－３９－



図版１

遺跡遠景

同近景

Ａ区



図版２

Ｂ区

Ｃ区

Ｂ・Ｃ区水抜き

発掘調査前



図版３

Ａ区

Ｂ区

Ｂ・Ｃ区

作業スナップ



図版４

Ｂ区北側

Ｂ区北側

Ｃ区東側

Ｃ区東側

土層



図版５

西側より

東側より

川状遺構

Ａ区完掘



図版６

西側より

中心部

東端

Ｂ区完掘



図版７

北側より

CK-l2窪み

CK-l5窪み

Ｃ区完掘



図版８

ＡＨ－２区ＮｏｌＯ２－５１

BH-10区ＮｏｌＯ５－４５

ＡＦ－２区

遺物出土状況



３

図版９

５

ｉ

1６

＃

鱗鱗

出土遺物須恵器、壷類

百
国

鶴

蟻



図版1０

品､蝦揖理

114

… 蝦揖麓

凸¥柄骨LL6HE

¥：唾

一ｺ

． 患。静“．”，
鴫；擁'蹄.,,“ｼﾐ。ﾆ嶋･
説 9,

爵.ﾓ､*

・か。…‘劃，：，~鰯，癖:；､角１

Ｍ 恥､§3、、碑

；静』』

L~

湧侭

司判

ｉ □$串

”､蝋”｡.：

出土遺物須恵器、坪、蓋（下は転用硯）

瀦

鴬》
饗

鍵

駐

蔓

３７

無 智



’

7３

8６

6７

8１

1１１

４９

出土遺物須恵器、坪

図版1１

1１５

1０７

5８



図版1２

３

罰

7２

9２

出土遺物須恵器、坪



図版1３

詔
9７

9３

図

1０９ 1０３

1１２

出土遺物須恵器、坪



図版1４

1２２
1２４

1２８ 1２５

1３０ 2７

１３４ 1２９

1３６

1３５

出土遺物須恵器、坪、碗



図版1５

；
‐
堺
釘
挙
篭
瑠
篭
．
判

出土遺物土師器、カメＡ

155

．’
’１i､

１７２

一一一‘
1４９

鞠

1５２蕊鍾蕊蕊霧湾 １４４

蕊蕊
1４３

汽司

1５３

1７３
１４１

1５８



図版1６

８

羅璽議擬鰯｡熱識

1９４

;f鱗

１８７…
１９８

出土遺物土師器、カメＢ

1９５

０９

1９２

1９３



図版1７

202

醗

逼

鷺

出土遺物土師器、カメＢ

IF

淵



Ｉ品

分

出土遺物土師器、カメＢ（静止糸切）

図版1８

蒔
毎

毎
ご
Ｔ
曙
”
堂

箭
４
．
．
翫
率
紳
母
９
究

師
‐

弾

織鍵鍵;灘
[，砦

期[4

乱'

母国

１

；
…

211



＝，'ぞ…
鍵蕊〆愈

晋
輔

220

出土遺物土師器､渦

瞳でr言斡‘,片
3

期叩
曲課

１

221

213

"‐織電簿：

℃
髄

228

．‐~毎号一電

ふ譲
蕊

図|版1９

貯串

貢I

パq瓦一・審害畦一礼

§錘

ﾐi請
聖q



図版2０

266

蕊‘

271

２６０ 268

出土遺物土師器、坪

"

1１

｛

、

276

２

８

265

４

４

282

259



4８

出土遺物須恵器、墨書土器

＃

M卜

図版2１



図版2２

41宜唖

！溺

誤鞍

馨

出 土遺物上須恵器墨書土器下土師器施漆土器



出土遺物土製品、木製品、種子、その他

４

鶏
Ｊ
職

図版2３

５ 耀鍵鍵溌i＝mi．

３； |蕊藤;』綴

§

☆Ｎ８

鵜
☆Ｎ６

2９

☆Ｎ９☆Ｎ７



川口甲遺跡発掘調査報告書

平成４年３月２１日印刷

平成４年３月31日発行

発行新潟県新津市教育委員会
新潟県新津市程島2009番地
ＴＥＬ（0250)22-9667

印刷長谷川印刷
新潟市小針1丁目１１番8号
ＴＥＬ（025)233-0321


	川口甲遺跡発掘調査報告書 

	例言
	凡例
	目次
	本文

	Ⅰ　はじめに

	１　調査に至る経過
	２　遺跡確認調査結果
	第１図　開発区域と遺跡周辺図

	３　発掘調査と整理作業経過
	第２図　発掘位置図
	第３図　グリット設定図


	Ⅱ　遺跡とその周辺

	１　遺跡の位置と環境
	２　周辺の遺跡
	第４図　周辺の遺跡分布図

	３　遺跡の調査範囲と土層序列
	第５図　遺跡土層図

	４　完掘地点の状況
	第６図　発掘調査区域全測図


	Ⅲ　出土した遺物
	１　遺物の出土状況
	２　遺物の概要

	第７図　須恵器、壷、瓶類

	第８図　須恵器、壷、瓶類

	第９図　須恵器、蓋、坏

	第１０図　須恵器、坏

	第１１図　須恵器、坏、碗
 
	第１２図　土師器、カメＡ類

	第１３図　土師器、カメＡ類

	第１４図　土師器、カメＢ類

	第１５図　土師器、堝

	第１６図　土師器、堝

	第１７図　土師器、坏
 
	第１８図　土錘、羽口、その他

	第１９図　弥生土器、中世陶器

	第２０図　木製品
 
	須恵器一覧表
	土師器一覧表
	その他の土器・陶器・一覧表

	木製品一覧表
	種子類他一覧表


	Ⅳ　まとめ

	１　出土遺物について
 
	表１　須恵器破片数による個体識別

	表２　土師器破片数による個体識別

	表３　須恵器・土師器の比率


	２　おわりに


	参考文献

	図版
 
	図版１　遺跡遠景　他

	図版２　発掘調査前

	図版３　作業スナップ

	図版４　土層

	図版５　Ａ区完掘
 
	図版６　Ｂ区完掘

	図版７　Ｃ区完掘

	図版８　遺物出土状況
 
	図版９　出土遺物　須恵器、壺類

	図版１０　出土遺物　須恵器、坏、蓋  　
 
	図版１１　出土遺物　須恵器、坏 

	図版１２　出土遺物　須恵器、坏  　
 
	図版１３　出土遺物　須恵器、坏  　 
	図版１４　出土遺物　須恵器、坏、碗
　
	図版１５　出土遺物　土師器、カメＡ
　 
	図版１６　出土遺物　土師器、カメＢ
 
	図版１７　出土遺物　土師器、カメＢ
 
	図版１８　出土遺物　土師器、カメＢ
　 
	図版１９　出土遺物　土師器、堝
 
	図版２０　出土遺物　土師器、坏
  　 　
	図版２１　出土遺物　須恵器、墨書土器
 
	図版２２　出土遺物　須恵器、墨書土器、土師器、施漆土器 

	図版２３　出土遺物　土製品、木製品、種子、その他
 

	奥付





